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ヤルゼリー のエストロゲン様作用に関する研究
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［目的］
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ヤルゼ リー（即 ）は、働き蜂の 咽頭腺より分泌され る乳白色の クリ
ーム様物質で、女王蜂

だけの餌で ある 。 現在、m は健康食品 として広 く利用 され て い るが 、 更年期の 女性で は種々

の 症状を軽減するとされ、女性ホル モ ン すなわちエ ス トロ ゲ ン様の作用 をもつ と推定され る 。

そ こで、本研究では RJ の エ ス トロ ゲ ン 様作用の 科学的な検証を行 っ た 。

［方法］

エ ス トロ ゲ ン様活性は、1）エ ス トロ ゲ ン感受性乳癌細胞株 MCF7 細胞の増殖、 2）エ ス トロ ゲ

ン感受性プロ モ
ー

タ
ー

を用い た ル シ フ ェ ラ
ーゼ ア ッ セ イ、3）RT−PCR 法に よ る内因性遺伝子

の発現、およ び 4）エ ス トロ ゲ ン受容体結合実験に よっ て評価 した。

［結果および考察］

RI は 1mg！mlの濃度で MGF7 細胞の増殖を著明に亢進 した。また、　O．Ol−lmg ！m1 で濃度依存

的に エ ス トロ ゲ ン感受性 の プ ロ モ
ー

タ
ー
活性を促進し、RJ に エ ス トロ ゲ ン様活性 が認められ

た 。

一
方 、 MCF7 細胞の 内因性の VEGF お よび PS2　mRNA の発現 もRJ （1mg ！ml ）によっ て約

2倍に増加 した 。 m と 17β一estradioi （E2 ）の転写促進作用は、こ れらの併用に よ っ て 相加的に

増加したが 、 併用時の最大反応は コ ン トロール の約2．5倍と、E2単独の場合と同程度であっ

た 。 さらに 、 受容体結合実験で は、RJ（O．1−1mg！ml ）は濃度依存的に E2 の受容体結合を阻害

し、この結合阻害作用は m の EtOH 可溶性画分におい て著明であっ た 。 従 っ て、田 は EtOH

可溶性画分に E2 と類似の エ ス トロ ゲ ン受容体リガ ン ドを含有するこ とが推定された 。

　次に 、 RJ の エ ス トロ ゲン様作用をIn　vivo で検証した 。 卵巣を摘出し2週間後の ラ ッ ト子宮

および脳の VEGF の mRNA 発現は sham 群に比べ 著明に減少 した 。 この ラ ッ トに RJ（1  ！kg
，

sc）を投与し6時間後に子宮の VEGF の mRNA 発現を調べ る と、発現量の著明な回復が認めら

れ た。興味深い こ とに 、 E2 （20μg！kg，
　sc）は、子宮および脳の い ずれで もVEGF 　mRNA 発現

を亢進 した の に対 し、 田 の 発現促進作用は子宮選択的であ り、 脳で は著明な効果を示さな

か っ た 。

　以上 の 成績よ り、 田 は エ ス トロ ゲ ン様物質を含有 し、in　vitr。 および in　vivo におい て エ ス

トロ ゲ ン 様作用を示すこ とが明らか と な っ た 。
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